
　６月定例会は、６月23日から７月６日まで開催されました。地域医療再生等臨時特例基金条例の一部を改正する条例など、知
事から提出された15件の議案は全て可決・同意され、委員会が提出した13件の議案は全て可決されました。
　また、請願は７件が採択、１件が不採択となりました。

議決の状況
◎条例議案【可決】
岩手県の事務を市町村が処理するこ
ととする事務処理の特例に関する条
例の一部を改正する条例など６件

◎人事議案【同意】
公安委員会の委員の任命に関し同意
を求めることについて

◎その他の議案【可決】
平泉の文化遺産ガイダンス施設（仮
称）展示製作の請負契約の締結に関し
議決を求めることについてなど８件

◎委員会提出議案【可決】
意見書13件（詳細は２ページに記載）

◎請願
採択７件、不採択１件（詳細は３
ページに掲載）
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定例会

Ⓡわんこきょうだい

「いわて県議会だより」は各市町村を通じて県内
全世帯にお配りしています。点字版・テープ版・
デイジー版も用意していますので、ご希望の方
は、県議会事務局までお問い合わせください。

ホームページのご案内 岩手県議会事務局
議会の概要、議員名簿、本会議の会議録、
本会議のインターネット中継、傍聴や請
願・陳情の手続などをご覧いただけます。
http://www2.pref.iwate.jp/~hp0731/

〒020-8570　岩手県盛岡市内丸10番1号
電話（019）629-6021・6022
FAX （019）629-6014
E-mail　gikai@pref.iwate.jp 岩手県庁の隣です

編集・発行・
問い合わせ先

★議員別の賛否の状況は県議会ホームページでご覧になれます。

　４月臨時会は４月30日に開催されました（会期は１
日）。
　国の「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」を踏
まえ、感染拡大の防止や経済・雇用対策に緊急に対応
が必要となる予算を計上した令和２年度岩手県一般会
計補正予算（第２号）など、知事から提出された４件の議
案は同日に全て可決されました。

　５月臨時会は５月20日に開催されました（会期は１
日）。
　５月19日に開催された第２回岩手県議会災害対策連
絡本部会議での決定を踏まえて委員会が提出した新型
コロナウイルス感染症対策に関する意見書は同日に可
決されました。可決された意見書は、県議会から、内閣
総理大臣をはじめ国会や国の関係機関などに提出し、
その実現を図るよう強く要望しました。

　６月臨時会は６月11日に開催されました（会期は１
日）。
　新型コロナウイルスの感染拡大の防止と社会経済
活動の維持の両立を図るために必要となる予算を計上
した令和２年度岩手県一般会計補正予算（第３号）など、
知事から提出された８件の議案は同日に全て可決され
ました。

４月臨時会のあらまし ５月臨時会のあらまし ６月臨時会のあらまし

議決の状況
◎令和２年度補正予算【可決】
一般会計１件、特別会計１件、企業会計１件

◎専決処分【承認】
岩手県県税条例等の一部を改正する条例の専決処分に関
し承認を求めることについて

議決の状況
◎委員会提出議案【可決】
新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書

議決の状況
◎令和２年度補正予算【可決】
一般会計１件

◎条例議案【可決】
一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正
する条例など７件

６月23日の議場の様子

いわて県議会だより 令和２年
６月定例会

第175号

新型コロナウイルス感染症対策に関する議会の取り組み

　県議会では、４月20日に岩手県議会災害対策連絡本部を設置しました。同
日、早速、連絡本部会議を開き、新型コロナウイルス感染症対策に関する提
言を決定し、本部長（関根敏伸議長）から知事へ提言書を手交しました。
　また、５月20日には、臨時会を開催して新型コロナウイルス感染症対策に
関する意見書を議決し、国会や国の関係機関等に対し、経済・雇用を回復さ
せ医療と国民生活を守る対策を講ずるよう強く要望しました。
　このほか、県議会では、議場内においても、本会議・委員会等でのマスクの
着用、傍聴席の間隔を空けての使用、議会棟正面入口での検温の実施など、
新型コロナウイルス感染防止に取り組んでいます。

【左側・手前】関根敏伸本部長（議長）【左側・奥】中平均副本部長（副議長）

４月30日の臨時会の様子
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新型コロナウイルス感染症が社会経済活動
にさまざまな影響を及ぼしている中で、県と

市町村との連携をどのように進めていくのか伺う。
４月14日に新型コロナウイルス感染症対策
に係る県と市町村長との意見交換会を開催し

たほか、県対策本部地方支部での情報共有や全市町
村への要望調査などを行った。
　それらを踏まえ、市町村や関係機関と調整し、マス
クなど衛生用品の調達、地域外来・検査センターの
設置、学校の臨時休業及び県産農林水産物の学校給
食への提供による消費拡大などの対策を講じるととも
に、市町村単位での事業者支援、特に家賃補助の実
施にも取り組んでいる。また、県から国への要望にも
市町村の意見を反映させてきたところであり、引き続
き、市町村と力を合わせ、新型コロナウイルス感染症
対策に取り組んでいく。

肉用牛の枝肉価格が大幅に下落しており、牛
肉の出口対策の強化や肉用牛肥育農家への支

援が必要と考えるが、県などの支援策を伺う。
牛肉需要の減少により枝肉価格が低下した

肉用牛肥育農家の経営を維持・継続させてい
くためには、牛肉の消費拡大と経営安定対策が重要
である。このため、牛肉の消費拡大に向け、買うな
ら岩手のもの運動の一環として、県内114店舗のい
わて牛取扱推奨店などと協力し、いわて牛を食べて
応援フェアを行うとともに、県内小中学校などの給
食にいわて牛を提供することとしている。
また、肉用牛肥育農家の経営安定に向け、販売単
価と生産費の差額を補填する国の経営安定対策の活
用に加え、肥育素牛の導入支援や、出荷実績に応じ
て奨励金が交付される国庫事業の要件となる生産者
の経営分析などの取り組みを支援することとしてお
り、引き続き、市町村や農業団体と連携しながら、
肥育農家の経営安定に取り組んでいく。

問

答

問

 

新型コロナウイルス感染症拡大の局面を見
据え、医療圏ごとの発熱外来の設置状況と今

後の見込みについて伺う。また、県民に対し、早い
段階からインフルエンザの予防接種を推奨すべきと
思うがいかがか。

地域外来・検査センターはこれまでに両磐、
宮古、胆江、釜石、盛岡の五つの医療圏で運

用開始された。中部、気仙、二戸の各医療圏では設置
する市で予算措置がされ、久慈医療圏では関係者と設
置に向け調整を進めており、７月中をめどに全ての医
療圏で設置される見込みとなっている。
　また、インフルエンザと新型コロナウイルス感染症
は、感染経路が同じ接触感染及び飛沫感染で、臨床
症状だけでは明確な区別が困難であるため、発熱外来
などの院内感染対策として、インフルエンザワクチン
の接種によりインフルエンザ患者が減少することは意
義が大きいと考えている。このため、今冬に向けて市
町村などと連携し普及啓発を行っていく。

６月19日に公表された欧州素粒子物理戦略
をどのように受け止めているか、ＩＬＣ実現に

向けた今後の取り組み方針と併せて伺う。
公表された欧州素粒子物理戦略では、ＩＬ

Ｃについてこれまでの戦略よりも積極的な姿
勢が示され、国際プロジェクトであるＩＬＣの実現に
向けて極めて意義深いと感じている。アメリカから
の支持も表明されており、今後、ＩＬＣ建設に向け
た経費分担など、国際協力に関する具体的な協議の
進展が期待される。
県としては、国内外の動向に臨機に対応し、超党
派国会議連や関係団体などと一層の連携を図りなが
ら、政府への要望や国民理解の増進に取り組むとと
もに、現在、設立が進められている国際推進チーム
の活動を見据えた建設候補地としての取り組みを、
関係自治体や研究者などと連携して進めていく。
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磯焼けを改善し、漁場の生産力を高めるた
め、漁協と漁業者が一致団結して藻場の再生

に向けた取り組みを積極的に推進する必要があるが、
県はどのように取り組んでいくのか伺う。

近年の磯焼けの発生は、水産技術センター
の分析によれば、冬場の海水温が例年よりも

高めに推移したため、ウニなどが活発に活動し、この
時期に発芽したコンブなどが成長前に食害されたこと
が要因の一つとされている。
　藻場の再生には、コンブの養殖技術を応用した海中
林と呼ばれるコンブの森づくりや、漁場からのウニな
どの間引きが有効で、県では、磯焼け状態の漁場にお
けるコンブの胞子の放流や過剰なウニの駆除など、漁
協と漁業者による再生活動を支援している。
　また、新たな取り組みとして、水産技術センターが
開発したワカメなど大型人工種苗を活用した海中林の
造成試験を行うこととしており、こうした取り組みを
積極的に推進することにより漁場の生産力を高め、漁
業者の収益向上につなげていく。

県道釜石住田線の国道340号から滝観洞イン
ターチェンジまでの未改良区間の今後の整備予

定について伺う。
国道340号から滝観洞インターチェンジま
での区間は、滝観洞へのアクセス路であると

ともに、沿線地域の日常生活を支える大切な路線で
あると認識している。
このうち、約6kmの未改良区間については、道路
現況調査の結果や復興道路開通後の交通の流れの変
化、公共事業予算の動向などを踏まえ、どのような
整備が可能か検討していく。
また、この区間には、落石対策など防災対策が必
要な箇所があることから、現在、下寒倉地区と中埣
地区で防災事業を計画的に進めており、引き続き日
常生活を支える安全な道づくりを推進していく。
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新型コロナウイルス感染症対策に係る
市町村との連携 磯焼け対策

畜産業の振興について

ＩＬＣの実現

発熱外来の設置と今後の見込み

県道釜石住田線の整備

いわて牛を食べて応援フェア ＩＬＣ完成イメージ図

ⒸRey.Hori

ウニによって磯焼けした漁場
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6月29日から7月1日まで行われた一般質問では、9名の議員が質問に立ちました。
その中から、それぞれ２項目を取り上げ、議員の質問と知事または関係部局長等の答弁の要旨を紹介します。県政に関する質問から

委員会が提出した議案

★意見書の本文は県議会ホームページでご覧になれます。

◎意見書
▶計画的な教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書
▶東日本大震災津波の被災者の医療費窓口負担、介護保険サービス利用者負担等の免除に対する
財政支援の強化を求める意見書

▶医師、看護師の大幅な増員を求める意見書
▶免税軽油制度の継続を求める意見書
▶東日本大震災津波をはじめ災害からの復興とふるさと振興の推進等のための地方財政の充実、
強化を求める意見書

▶森林、林業及び木材産業に関する政策の推進を求める意見書

▶公共交通への支援の強化を求める意見書
▶ＧＩＧＡスクール構想の実現を求める意見書
▶水産業発展に向けた支援の強化を求める意見書
▶産前産後サポート・産後ケア体制の支援強化を求める意見書
▶地方創生実現に向けたＩＣＴ利用環境の整備に関する意見書
▶東京一極集中の是正に向けた取組を求める意見書
▶結婚支援の更なる充実を求める意見書

今定例会では意見書13件が可決されました。可決された意見書は、県議会から、内閣総理大臣をはじめ国会や国の関係機関などに提出し、その実現を図るよう強く要望しました。

各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。または「岩手県議会中継」で検索してご覧いただけます。※視聴環境はWi-Fi および各キャリアの高速回線サービスを推奨します。

質問タイトル上のアイコンは、
質問の分野を示しています。

総務
関係  総務関係（他の4分野以外のもの）  文化教育  文化、教育関係  環境福祉  環境、福祉関係  商工建設  商工、建設関係  農林水産  農林水産関係
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分娩を取り扱う医療機関の減少、社会的ハ
イリスク妊産婦の増加や令和６年度の医師の

時間外労働の上限規制施行の状況の中、今後の周産
期医療圏の設定、集約化・重点化の考えを伺う。

現行の岩手県保健医療計画（2018〜2023）
策定時において周産期医療実態調査を実施し、

各周産期医療圏の居住者の圏域内での出産が８割程
度と概ね圏域内で完結している状況などを踏まえ、現
在の四つの周産期医療圏を継続することとした。
　次期医療計画策定に向け、改めて実態調査を実施
するとともに、社会的ハイリスク妊産婦への医療機関
の対応を把握し、さらには、医師をはじめとした医療
従事者の勤務環境の改善にも十分配慮しながら、人口
動態や医療資源の動向などを踏まえ、中長期的観点か
ら質の高い安全な周産期医療を適切に提供していくた
めの周産期医療圏の在り方など、医療供給体制の検討
を進めていく。

コロナ禍で、フードバンクに問い合わせが相
次いでおり、食べられるのに捨てられてしまう

農林水産物を提供する取り組みが有効と考えるが、食
品廃棄物削減の取り組み状況と課題を伺う。

県では、規格外や収穫段階で傷つくなど、
これまでは廃棄せざるを得なかった生産物を

活用した商品の開発を支援しているほか、野菜など
の腐敗を防ぐ効果のある鮮度保持フィルムの導入を
促進するなど、販売できずに廃棄する野菜を発生さ
せない取り組みを進めている。
また、ＪＡいわてグループが、規格外の農産物や
産直施設で売れ残った食材などを集め、県内のフー
ドバンクや子ども食堂に提供する活動を行っている。
農林水産分野における食品廃棄物削減には、関係
者の機運醸成と連携が課題であると認識しており、
引き続き、関係団体と意見交換などを行いながら、
意識啓発や連携促進に取り組んでいく。

問
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問

 

県は、新型コロナウイルス感染者ゼロを目
指すのではなく、感染観察都道府県を維持す

るという基本目標を常に県民に発信していくべきと
考えるが、所感を伺う。

県は、感染観察都道府県を維持することを
基本的対処方針で目標に設定しており、感染

を防止するためには、密閉・密集・密接の三つの密を
避け、マスクの着用や丁寧な手洗いを励行するなど、
基本的な感染対策を行うことが重要である。
　本県での感染者第１号になりたくないという思い
が、県民の適切な感染対策に結びついていると思われ
るが、一方、検査や受診を控えることや、来県者など
への心ない言動などにつながることは好ましくないと
考えている。
　今後においても、県民が医療関係者や県民生活に
不可欠なサービスの提供に従事する方々への感謝の
気持ちと、その家族に対する思いやりを持って対応し、
来県者などとも連携・協力していくことができるよう
発信していく。

コロナ禍はスポーツにも影響を及ぼし、中総
体および高総体の中止により、急に目標を喪失

した最終学年の生徒は大変多く、このような生徒に対
して学校はどういうケアをしているのか伺う。

中総体および高総体については、生徒が活
躍できる機会を設けようと、各連盟や専門部

などで代替大会などを実施または検討をしていると
ころであり、県教育委員会でも代替大会などの支援
をしている。
また、生徒へのケアについては、大会に参加でき
ない生徒を含め、全ての生徒に対して、情報提供や
面談などを通して、個々の生徒が進路目標の実現に
向けて前向きに取り組めるよう、適切に助言・指導
を行っていく。
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新しい観光宣言に込めた思い、県民による
県内観光のテーマ、この夏の宣伝戦略と併せ、

コロナ戦略の策定について所見を伺う。
安全安心な岩手の観光を実現し、将来にわ

たり持続可能な岩手の観光を作り上げるため、
いわての新しい観光を宣言した。
　県民による県内観光は、県民に豊かな自然、歴史・
文化、食、温泉、体験プログラムなどを体感し、さら
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た情報発信と、徹底した感染症対策により、いわての
良さを実感していただく旅を提案していく。
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新たな県立高等学校再編計画後期計画案で
は、地域や地域産業を担う人づくりを基本的

な考え方の一つとして、本県の産業振興の動向を踏
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の工業高校の設置は、盛岡工業高校、黒沢尻工業高
校と並ぶ工業教育の基幹となる学校の整備を目的と
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▶欧州素粒子物理戦略（2ページ）…20年以上の将来を見
据えた上で、今後、６〜７年間に優先的に対応するヨーロッ
パの素粒子物理学の研究に関する戦略。2006年７月に最

初に策定され、今回は２度目の更新。
▶お米マイスター（4ページ）…一般財団法人日本米穀商連合会が
主宰する、お米に関する専門職経験がある人のみに受験資格があ
る、お米の博士号とも言える資格。
▶北いわてスマート農業プラットフォーム創造事業（4ページ）…県
北地域を中心とする中山間地域の気象条件や土地条件に適応した
スマート農業技術の導入を促進するため、県北農業研究所を拠点と
して、農業者、研究機関、大学等が連携し、自動走行農機や環境制御
に関する技術実証などを実施する事業。

請願の採択状況
◎採択(意見書を発議し、関係機関に要望することとして採択）

★採択された請願の本文は県議会ホームページでご覧になれます。

▶免税軽油制度の継続を求める請願
▶東日本大震災津波をはじめ災害からの着実な復
興とふるさと振興の推進等のための地方財政の
充実・強化を求める請願【総務部、ふるさと振興
部、復興局所管分】

▶東日本大震災津波をはじめ災害からの着実な復
興とふるさと振興の推進等のための地方財政の
充実・強化を求める請願【保健福祉部所管分】

▶教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかるため、2021年度政府予算に
係る意見書の提出を求める請願

▶東日本大震災被災者の医療費窓口負担の免除継
続を求める請願

▶被災者の医療費・介護保険利用料などの免除措
置の継続を求める請願

▶医療崩壊を防ぐために医師、看護師の増員を求
める請願

◎不採択
▶緊急経済対策として「消費税率を５％に引き下
げることを国に求める意見書」の提出を求める
請願
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「世界がぜんたい幸福にならない  うちは個人の幸福はあり得ない」
　「いわて県民計画」の推進に取り組んできたこの10年は、平成最後の10
年と重なり、令和の幕開けとともに終わりました。

　今から10年前、2009年には、花巻東高校硬式野球部が、春の甲子園で
準優勝しました。東日本大震災津波が発生した2011年のＦＩＦＡ女子ワールド
カップでは、優勝した日本代表のメンバーとして岩清水梓さんが活躍しまし
た。2019年には、小林陵侑さんがＦＩＳスキージャンプ・ワールドカップで総
合優勝の偉業を達成し、米国メジャーリーグベースボールでは、大谷翔平さ
んと菊池雄星さんが同じ舞台に立ちました。
　このように、本県ゆかりの人々が、国内外で大きく活躍した10年でした。

　さらにこの10年の出来事を振り返ると、平泉の文化遺産と橋野鉄鉱山の
世界遺産登録、北上山地がＩＬＣ国際リニアコライダーの建設候補地に決定、
三陸ジオパークの日本ジオパーク認定、ラグビーワールドカップ2019TMの
岩手県釜石市開催決定がありました。
　「ＮＨＫ連続テレビ小説『あまちゃん』」の放送があり、広く普及したツイッ
ター等インターネット・コミュニケーション上でも大きな話題となりました。
　米のオリジナル品種である「金色の風」と「銀河のしずく」がデビューし、南
部鉄瓶の上海万博出展やいわて花巻空港への国際定期便就航などの海外展
開もありました。
　また、県民の総力を結集して「希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」を成
功させたところです。

　日本全体では「地方消滅」の危機が指摘され、「地方創生」が唱えられまし
た。岩手県と県内市町村は、「人口ビジョン」と「地方版総合戦略」を策定し、
人口減少対策に取り組んできました。

　また、北上川流域を中心に自動車・半導体関連産業の集積が進む
中、民間と行政の力の結集で「いわてで働こう推進協議会」を設立
し、人手不足への対処と働き方改革を強化しました。

　そして、2011年３月の東日本大震災津波は、過去10年にとどまらず、岩手の歴
史全体における重大事でした。復興の途上にある私たちにとって、それはまだ過去
のものとはなっておらず、むしろ風化を防いでいく使命があります。

　岩手県の次の10年の総合計画である、「いわて県民計画（2019～ 2028）」の策
定に当たっては、このように岩手の過去10年を振り返り、東日本大震災津波から
の復旧・復興の取組の中で、学び、培った経験を踏まえながら、岩手の強みと弱み、
リスクとチャンスの分析を行いました。

　そして、県民一人ひとりの視点に立って、県民の幸福に関する多様な側面や実感
を10の政策分野に整理し、いわて幸福関連指標を用いながら、県民の幸福度の確
かな向上を図るための政策体系を構築しました。さらに、先端的な科学技術を政策
に活用する、11の「新しい時代を切り拓くプロジェクト」も設けました。

　また、岩手を４つの広域振興圏に分けて、それぞれの地域特性に合わせて政策を
展開する地域振興プランも設けています。

　この「いわて県民計画（2019～ 2028）」の策定に当たっては、多くの方々から御
意見をいただき、議論やワークショップなどに参加していただきました。厚く御礼申
し上げます。

　東日本大震災津波で犠牲になられた方々のふるさとへの思いを受け止めるなら
ば、私たちは人を幸福にできる岩手を目指さなければならないと思います。そして、
復興に当たって全国や海外からいただいた恩に報いるためにも、幸福を県外にも広
げられる岩手を目指さなければなりません。

　「お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて」を目指して、次の10年をより良いも
のにしていきましょう。

（宮沢賢治「農民芸術概論綱要」より）

令和元年 7 月
岩手県知事
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新型コロナウイルス感染症により世界中の
価値観が変わろうとしている。いわて県民計

画の経済的な豊かさによらない幸福の真価が問われ
るが、知事はどんな形で幸福を語るのか。

いわて県民計画では、いわて幸福関連指標
として県民所得や完全失業率をはじめとした

物質的な豊かさを代表する指標を掲げ、その上で、経
済的な尺度では図ることのできない心の豊かさや、地
域や人とのつながりなど、さまざまな要素を含め総合
的に評価することとしている。
　新型コロナウイルス感染症により本県経済は大きな
影響を受けており、経済を早期に回復させ、収入や働
く場を確保することが重要である。
　このため、３次にわたる補正予算を編成し、県民の
命と健康を守ることを最優先にしつつ、経済・雇用対
策に力を入れており、その施策を通じ、いわて幸福関
連指標の向上を図り、お互いに幸福を守り育てる希望
郷いわての実現に向けた取り組みを進めていく。

財政調整基金残高の現状をどのように考え、
財源確保に向けどのように取り組んでいくの

か、中期財政見通しの見直しも含めて伺う。
現在の財政状況は、社会保障関係費の自然
増に加え、公債費が依然高い状況にあるほか、

新型コロナウイルス感染症の対応も相まって、厳し
い現状にある。構造的に依存財源の割合が高い本県
としては、まずは国に対し国庫財源の拡充や地方一
般財源総額の確保を求めていくほか、産業振興およ
び雇用の創出による税源涵養などあらゆる手段によ
る財源確保に引き続き取り組んでいく。
また、中期財政見通しについて、現時点で新型コ

ロナウイルス感染症の本県財政への影響を詳細に見
込むことは困難な状況にあるが、県税収の動向や地
方財政に関する国の検討状況などを見据えつつ、適
切に見直しを行っていく。
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新型コロナウイルス感染症の影響により修
学旅行が延期された学校が多数あるが、岩手

全土を生涯学習の場として、感染者が確認されてい
ない県内各地を巡るコースを推奨してはいかがか。

小中学校が行う修学旅行は、設置者である
市町村教育委員会が定める基準に基づき、教

育活動の目的や児童生徒および保護者の意向、感染
症対策などを踏まえ、各学校において実施時期や場
所、内容などを適切に判断し、実施することとしてい
る。
　県教育委員会では、修学旅行やさまざまな活動場
面で、県内の歴史や文化、自然に触れる機会を設け
るのは意義深いと感じており、新型コロナウイルス感
染症対応として、被災地訪問など復興教育との関連を
図った活動や、県内および地元の良さに目を向けた活
動例を示したガイドラインを作成している市町村教育
委員会も出てきていると承知している。

米の販売環境は不透明感を増しているが、需
要に応じた生産の推進について、県産米の動向

と今後の対応策を伺う。
本年５月末現在の県産米全体の販売数量は

前年並みとなっており、在庫数量も東北で最
も少ない状況となっている。国内では、地域の新型
コロナウイルスの感染状況などを踏まえながら、段
階的に社会経済の活動のレベルが引き上げられてお
り、今後、外食需要などの回復が期待される。
県としては、これまで築いてきた全国の米卸売業
者などのネットワークを活かしながら、今年度は、
新たに全国のお米マイスターのいる米穀専門店と連
携した「金色の風」「銀河のしずく」の販売促進キャ
ンペーンや、ウェブ動画を活用した広報などのＰＲ
活動を展開することとしており、今後も県産米全体
の販路が確実に確保できるよう積極的に取り組んで
いく。

問

答

問

 

県北・沿岸振興施策の成果と課題をどう捉
え、いわて県民計画に掲げるゾーンプロジェ

クトの目指す姿の実現に向けてどう取り組み、振興、
発展させるのか伺う。

県北地域では、食品関連産業や造船業の業
容拡大、アパレル産業の認知度向上などを通

じて地域産業の振興が図られ、沿岸地域では新しい交
通ネットワークや漁業生産基盤の整備のほか、国内外
の多様な主体とのつながりが構築されてきた。
　こうした成果を生かし、復興需要の減少や、全県と
比べ進行する人口減少と高齢化を見据え、持続的に
発展する地域の創造に向けて取り組む必要があるとの
認識のもと、北海道・北東北の縄文遺跡群の世界遺
産登録に向けた広域プロジェクトなどの展開、震災の
教訓の伝承と復興の姿の発信など、交流人口の拡大
と地域経済の活性化に取り組んでいる。
　引き続き、これらの取り組みを深化させていくとと
もに、地方移住への関心の高まりなども生かしながら、
県北・沿岸振興を推進していく。

県北地域において、生産性・市場性の高い野
菜の産地づくりを推進していく必要があると考

えるが、どのように取り組んでいくのか伺う。
県北地域では、レタスなどの土地利用型野
菜に加え、ピーマンやトマトなどの高収益野

菜の産地化が図られてきたが、さらなる産地力の強
化に向け、ピーマンやレタスなどへの自動かん水装
置や移植機の導入、トマトへの環境制御装置の整備
などを支援しており、生産量、産出額ともに増加傾
向となっている。
今後は、水田などへの高収益野菜の作付拡大を図

るとともに、北いわてスマート農業プラットフォー
ム創造事業により、環境制御技術や自動操舵トラク
タなどを活用した省力化技術の導入を促進し、県北
地域の産地力の強化に取り組んでいく。

問

答

問
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7 1水 一般質問

答

答
答

価値観が大きく変わる中での幸福 県北・沿岸地域の振興方針

財源確保と中期財政見通しの見直し

県産米の動向と今後の対応策

新型コロナウイルス感染症に対応した
修学旅行の実施

県北地域における野菜産地づくり

県産米の試食販売ＰＲの様子 県北地域の広大な野菜畑

総務
関係

総務
関係

文化
教育

農林
水産

総務
関係

農林
水産

いわて県民計画

※令和２年度若者向け県議会傍聴案内ポスターデザインコンテストにおける
　キャッチコピー「いわての未来はわたしが築く。行こうよ県議会！」

キャッチコピー
※
に「築く」という言葉があるので、皆でパ

ズルを完成させようとする様子を描くことで、「岩手の未来
をつくっていく」ということを表現しました。一人ひとりの
力が団結してこその「築く」だと思います。このポスターを
見て「これからのことを考えていこう」と感じていただけれ
ばと思います。賞をいただき、ありがとうございました。

岩手県立不来方高等学校 千
ち ば

葉　春
は づ き

月 さん

若者向け県議会傍聴案内ポスターを
作成しました

６月定例会のポスター制作者のコメント

岩手県立不来方高等学校　千葉 春月

傍聴の
ご案内

本会議や委員会は、傍聴することができます。

いわて県議会 岩手県議会事務局 議事調査課
〒020-8570 岩手県盛岡市内丸10番1号 TEL.019-629-6021・6022 FAX.019-629-6014

傍聴受付は30分前から行いますが、開議直前は混雑しますので、
余裕を持ってお越しください。

県議会議事堂は、県庁左隣りにあります。

み な さ ん の 傍 聴 を お 待 ち し て い ま す

6月定例会 6.23 ▶7.6令和
2年

6.23 本会議（開会） 13:00～

6.29 7.1 一般質問 13:00～

7.2 常任委員会 10:00～

7.6 本会議（閉会） 13:00～

-910話電（課務総局務事会議県手岩、はせわ合い問おるす関に聴傍 ※
629-6006）までお願いします。

クスマはに方るす聴傍、めたの止防大拡の症染感スルイウナロコ型新 ※
着用等の協力をお願いしています。

　県議会では今年度も「親子県議会教室」を開催します。県内の小学校・
義務教育学校に通う５・６年生と保護者の皆さまの参加をお待ちしています。

冬休み！親子県議会教室開催のお知らせ開催
予告

携帯電話・
スマートフォン
からはこちら

※昨年度の様子は岩手県議会ホームページをご覧ください。

岩手県議会 検 索

開催概要
■ 開催日：令和２年12月26日（土）　■ 開催場所：岩手県議会議事堂
■ 内容 (予定)： • 県議会議事堂を探検してみよう　• 県議会議員とのふれあいトーク
　　　　　　　　 • 県議会クイズ　など
参加方法　11 月中旬から岩手県議会ホームページなどでお知らせします。
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